
令和７年度大阪府認定調査員研修（新規研修）

「eラーニングシステム」

受講画面の操作方法

パソコン（Microsoft Edge）から受講した場合の画面をご説明します。
タブレット等を使用する場合は、画面のデザイン等が異なります。
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(1)ｅラーニングシステムへのログイン

① 次のリンクをクリックすると、ブラウザが開き、下記の画面が表示されます。
https://osakafu-ninteityousain-shinkikensyu-lightning.leaf-hrm.jp/
ユーザID、パスワードを入力し、「ログイン」をクリックします。
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①上段にユーザID（メールアドレス）、
下段にパスワードを入力
☆大文字・小文字の間違いが多いです!

②「ログイン」をクリック

https://osakafu-ninteityousain-shinkikensyu-lightning.leaf-hrm.jp/


(２)研修画面の説明①
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画面レイアウト（ログイン後に表示される画面）

受講は「大阪府認定員研修【新規研修（第１期）】」より開始してください。



(２)研修画面の説明②
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画面レイアウト（受講画面は動画、スライド、課題・アンケートの順で表示）

※今回の研修では使用しません

※研修を辞退する場合のアイコンです。押さないでください



(３) 受講状況の確認方法①
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 MYページの「TOP」又は「受講状況」より確認します。

 テスト合格者と申請取消者はTOPページに表示されなくなりますので
「受講状況」から確認ができます。

【表示状況】

申請は受付ました、証（写し）の提出登録を
行ってください。

証（写し）と申請情報を確認しました。次回の
承認通知日に承認メールを送付します。

承認メールを送付しました。研修受講が可能と
なりました。

計画的に研修を進めてください。

受講が修了しました。修了証明書が届くまで
しばらくお待ちください。

資格要件がありません。要件をご確認ください。



(３) 受講状況の確認方法②
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 修了情報の参照方法です。（MYページの「受講状況」より確認します。）

注）スマホ・タブレットの場合、表示されない場合
があります。

正式な修了証明書がお手元に届くまでの間に
認定調査に従事する必要がある場合は、
委託元市町村とご相談のうえご対応ください。
［Excel出力］をクリックすると、下記の情報が出
力されますので必要に応じて、ご利用ください。



(４)認定調査員テキストの準備①

① ログイン後、あなたがこれから受講する研修が表示されています。

② まず、認定調査員テキストの準備をしましょう。
「大阪府認定調査員研修【新規研修（第１期）】」をクリックします。
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(４)認定調査員テキストの準備②

① 画面を下にスクロールすると「スライド」があります。
【準備１】認定調査員テキスト２００９改訂版
【準備２】要介護認定等の方法の見直しに係るQ&A
ダウンロードにより保存又は冊子により入手し必要に応じて参照してください。
（閲覧でも視聴できますが、容量が大きいためダウンロードがおすすめです。）
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(５)研修の進め方①

① MYページの「TOP」をクリックし、TOPページに移動します。

② 「大阪府認定調査員研修【新規研修（第１期）】 」をクリックします。
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(５)研修の進め方②

① 画面を下にスクロールすると「課題・アンケート」があります。

② 「受講にあたってのお願い」の［回答］をクリックし進めてください。
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① 回答確定をすると、回答完了画面が表示されます。

② 「次の動画へ」をクリックすると第１章から順番に教材を視聴できます。
第１章から第１１章「理解度テスト」まで、順に受講してください。

(５)研修の進め方③
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(６)基本的な画面の見方＜動画教材編①＞
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再生速度を変更することができます

音量をオン・オフすることができます動画画面（上段）



(６)基本的な画面の見方＜動画教材編②＞
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途中で席を外すときは「閉じる」を押します。次に受講するときに、その箇所から再開できます。

動画再生が再生されない場合は、こちらをご確認ください。それでも解消しないときは一度画面を終了させてください。

動画画面（下段）



(６)基本的な画面の見方＜動画教材編③＞
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動画をすべて視聴したら「閲覧完了報告」を押します。「閲覧完了報告」を押さなければ、次の動画に進めません。

動画画面（下段）



(６)基本的な画面の見方＜動画教材編④＞
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 閲覧が完了した状態で中断したい場合は、右上の✕をクリックしてくだ
さい。

 TOPページを更新すると、閲覧が完了した動画に『済』のマークが付き
次の動画『未済』が閲覧できます。



(７)基本的な画面の見方＜スライド編①＞
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クリックすると次のページに進みます。

途中で席を外すときは「閉じる」を押します。ただし、閉じたページのスライドからの再開はできません。



(７)基本的な画面の見方＜スライド編②＞
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クリックすると前のページに戻ります。

スライドを最終ページまで進め「閲覧完了報告」を押します。 「閲覧完了報告」を押さなければ、次の教材に進めません。

最終ページまで進み「閲覧完了報告」がクリック
できない時は、こちらの最終ページもクリックする。



(８)基本的な画面の見方＜演習編①＞
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 第10章「具体的な特記事項の書き方」の画面表示です。

正しいと思う選択肢をひとつ選びます。

文章を入力します。

回答を作成している途中で席を外すとき
は「一時中断」を押します。
作成途中の文章を残すことができます。

１－１～３－２までのすべての回答が作成できたら、
「内容確認、回答確定」を押します。
未回答の項目があると次の画面に進むことができず、
「未回答」と上段に表示されます



(８)基本的な画面の見方＜演習編②＞

20

 第10章「具体的な特記事項の書き方」の画面表示です。

内容確認画面で回答内容を変更したい場合は
「もどる」を押すと、回答作成画面に戻ることができます。

回答内容を確認して、特に変更したい箇所がなければ
「回答＞」を押して、回答を提出します。



(８)基本的な画面の見方＜演習編③＞
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 第10章「具体的な特記事項の書き方」で提出した回答履歴・解説を
確認する方法です。

TOP画面から下にスクロールし「課題・アンケート」があります。
第10章 具体的な記載事項の書き方の横の「参照」ボタンをクリックします。



(８)基本的な画面の見方＜演習編④＞
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 第10章「具体的な特記事項の書き方」で提出した回答履歴を
確認する方法です。記載例と見比べてみましょう。

提出した回答内容が表示されます。



(９)基本的な画面の見方＜理解度テスト編①＞
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 第1１章「理解度テスト」の実施方法です。

各設問で正しいと思う選択肢をひとつ選んでください。

途中で席を外すときは「一時保存」を押します。
次に受検するときに、その箇所から再開できます。

全問の回答を選択後、内容確認、回答確定と
クリックしてください。



(９)基本的な画面の見方＜理解度テスト編②＞
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 第1１章「理解度テスト」の実施方法です。

 回答完了後、TOP画面に戻りますので「課題・アンケート」より採点結果を
確認してください。

 ［参照］をクリックすると、問題文と正答した解説を確認することができます。

「不合格」だった方は、再度受検してください。
［修正］から再度テストを行ってください。

［合格］で修了となります。
もう一度、テストを受ける場合は［修正］から
再度テストを行ってください。


